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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第３四半期連結
累計期間

第48期
第３四半期連結
累計期間

第47期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （百万円） 128,834 130,936 167,334

経常利益 （百万円） 4,391 6,178 5,248

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,529 2,836 1,752

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,404 3,827 2,844

純資産額 （百万円） 30,798 34,423 31,257

総資産額 （百万円） 75,919 76,071 67,852

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 141.07 261.59 161.66

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.8 38.3 39.2

 

回次
第47期

第３四半期連結
会計期間

第48期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 92.95 132.32

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。
 
（１）業績の状況

（事業全般の概況）

当第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）における当社グループ連結業績は、

売上高1,309億36百万円（前年同期比1.6％増）、営業利益61億６百万円（同39.9％増）、経常利益61億78百万円

（同40.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益28億36百万円（同85.4％増）の増収増益となりました。

当第３四半期連結累計期間における国内経済は、政府の景気対策等の効果もあり緩やかな景気回復基調で推移

したものの、海外における地政学リスクが顕在化するなどの影響が見られました。小売業・飲食業を取り巻く環境は、

夏場及び10月の天候不順の影響を大きく受け、個人消費においても依然として先行き不透明な状況が続き、お客様の

選別の目は変わらず厳しくなっています。

平成29年12月末のグループ店舗数は、酒販事業328店舗（前年同期比５店舗減）、外食事業753店舗（同６店舗増）

となり、グループ合計店舗数1,081店舗（前年同期比１店舗増）となりました。

これからも、「流通、販売の合理化を実践し、消費生活を豊かにすることで社会に貢献する」こと、「地域社会

そして世界の人々の健康で豊かな社会の実現に貢献する」という企業理念を共有し、グループ全体としての企業価値の

向上を目指し考動（こうどう）してまいります。

 

②セグメント別の事業概況

(酒販事業)

お客様がお持ちの「楽市ポイント」をＮＴＴドコモ「ｄポイント」に変換していただき、大阪、兵庫の酒販店

「楽市」全21店を「やまや」屋号に転換することができました。総販売原価を下回る酒類の販売価格を禁止する国税庁

告示「新取引基準」(6月1日施行)を前に買い置き需要、仮需が発生いたしました。施行後、一部商品の値上げを余儀なく

されましたが、大幅な仮需反動減に至りませんでした。歳末商戦は、既存店、全店ともに昨年実績を超えることができま

した。

不採算店の退店が順調に進みました。やまや道玄坂店(東京都)、やまや習志野台店(千葉県)、やまや箱田店(群馬

県)、やまや立町店(広島県)、やまや山下公園店(神奈川県)、やまや橿原葛本店(奈良県)、やまや深井駅前店、楽市池田

北店、楽市西宮原店、楽市放出東店、スピード長尾谷店、楽市くずは店(以上、大阪府)、やまや千早店（福岡県）の

１３店舗を閉店しました。

新店は、やまや道玄坂上店(東京都)、やまや土崎店(秋田県)、北の森店(富山県)、やまや盛岡本宮店(岩手県)、

やまや富沢西店(宮城県)、やまや大宮大和田店(埼玉県)、「ダイソー」を併設したやまや草加柳島店(埼玉県)の７店舗を

新規出店しました。当第３四半期の酒販事業の総店舗数は328店舗（前年同期比５店舗減）になりました。

売上収益の改善と売上総利益の絶対額の回復により、当第３四半期連結累計期間の酒販事業セグメントの業績は、

売上高964億56百万円(前年同期比2.6％増)、営業利益36億89百万円(同85.4％増)となりました。

 

(外食事業)

外食業界においては、売上全体としては堅調に推移したものの、お客様の節約志向・選別志向は厳しく、居酒屋業界

は仕入価格の上昇や他業種を含めた競争の激化など引き続き厳しい状況にあります。

かかる環境の下、価値あるものをお客様に提供するため、「食の六次産業化」の深耕と「地産地消・地産全消」の推

進に取り組んでおります。アライアンス展開としまして４月にワインに着目したぶどう事業部に続き、12月よりオムライ

ス・ハンバーグを主力メニューとする66洋食事業部が稼動しました。６月にはマルシェ株式会社との資本業務提携を開

始、協働領域、競合領域を意識し、商品供給・メニュー作成・地域特性を生かした営業力強化など様々なシナジーを追求

しています。お客様へのサービス拡充施策として、居酒屋業態としては初めてとなるＮＴＴドコモ株式会社が提供する

「ｄポイント」の利用・付与店舗を８月より順次拡大展開しています。

平成29年12月末における外食事業の総店舗数は、直営345店舗(前年同期比９店舗増)、コントラクト91店舗(同１店舗

減)、フランチャイズ286店舗(同２店舗減)、グループ店舗31店舗(同増減なし)の、753店舗(同６店舗増)となりました。
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10月は天候不順の影響を大きく受けましたが、12月の年末忘年会需要を大きく取込み、当第３四半期連結累計期間の

外食事業セグメントの業績は、売上高355億32百万円(前年同期比0.4％減)、営業利益24億12百万円(同1.6％増)となりま

した。
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（２）財政状態

 
前連結会計年度末

（平成29年３月31日）

当第３四半期

連結会計期間末

（平成29年12月31日）

増減

総資産（百万円） 67,852 76,071 8,218

総負債（百万円） 36,595 41,647 5,052

　うち借入金（百万円） 14,740 12,096 △2,644

純資産（百万円） 31,257 34,423 3,166

自己資本比率 39.2％ 38.3％ △0.9％

１株当たり純資産額（円） 2,456.24 2,688.11 231.87
 
（資産）

総資産は、前連結会計年度末と比べて82億18百万円（12.1％）増加し、760億71百万円となりました。

流動資産は、現金及び預金が55億19百万円増加し、商品及び製品が４億57百万円増加したことなどにより、前連結

会計年度末と比べて83億36百万円（30.1％）増加し、360億円となりました。

固定資産は、前連結会計年度末と比べて１億17百万円（△0.3％）減少し、400億70百万円となりました。

 

（負債）

総負債は、前連結会計年度末と比べて50億52百万円（13.8％）増加し、416億47百万円となりました。

流動負債は、買掛金で52億８百万円増加し、一方で短期借入金で６億円減少したことなどにより、前連結会計年度

末と比べて71億47百万円（25.6％）増加し、350億31百万円となりました。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて20億95百万円（△24.1％）減少し、66億16百万円となりました。

 

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末と比べて31億66百万円（10.1％）増加し、344億23百万円となりました。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の39.2％から38.3％となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,000,000

計 35,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末　
現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,847,870 10,847,870
　東京証券取引所

　（市場第一部）

単元株式数

100株

計 10,847,870 10,847,870 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金　
残高
（百万円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 10,847,870 － 3,247 － 6,137

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 5,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,815,600 108,156 －

単元未満株式 普通株式 26,870 － －

発行済株式総数 10,847,870 － －

総株主の議決権 － 108,156 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株（議決権の数６個）含まれて

おります。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が65株含まれております。

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社やまや
宮城県仙台市宮城野区　

榴岡三丁目４番１号
5,400 － 5,400 0.05

計 － 5,400 － 5,400 0.05

（注）当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は5,535株となっております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,125 12,645

売掛金 2,919 4,863

商品及び製品 14,902 15,360

仕掛品 78 62

原材料及び貯蔵品 46 44

前払費用 999 957

繰延税金資産 463 491

その他 1,293 1,726

貸倒引当金 △164 △151

流動資産合計 27,664 36,000

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 35,196 35,603

減価償却累計額 △24,902 △25,735

建物及び構築物（純額） 10,293 9,867

機械装置及び運搬具 2,861 2,882

減価償却累計額 △2,535 △2,594

機械装置及び運搬具（純額） 326 288

工具、器具及び備品 8,990 9,080

減価償却累計額 △7,682 △7,925

工具、器具及び備品（純額） 1,308 1,154

リース資産 1,900 2,112

減価償却累計額 △1,225 △1,394

リース資産（純額） 674 718

土地 4,881 4,881

建設仮勘定 25 17

有形固定資産合計 17,509 16,928

無形固定資産   

ソフトウエア 29 19

のれん 10,767 10,416

その他 29 27

無形固定資産合計 10,825 10,463

投資その他の資産   

投資有価証券 498 1,443

関係会社株式 586 643

破産更生債権等 40 5

長期前払費用 192 178

差入保証金 9,785 9,641

繰延税金資産 783 764

その他 5 6

貸倒引当金 △40 △5

投資その他の資産合計 11,852 12,678

固定資産合計 40,188 40,070

資産合計 67,852 76,071
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 10,161 15,370

短期借入金 8,200 7,600

1年内返済予定の長期借入金 2,726 2,726

リース債務 229 211

未払金 2,756 3,582

未払費用 720 860

未払法人税等 722 1,645

未払消費税等 613 800

預り金 372 650

賞与引当金 721 465

その他 657 1,118

流動負債合計 27,883 35,031

固定負債   

長期借入金 3,814 1,770

退職給付に係る負債 239 258

リース債務 478 536

役員退職慰労引当金 521 533

資産除去債務 1,554 1,593

その他 2,103 1,924

固定負債合計 8,711 6,616

負債合計 36,595 41,647

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,247 3,247

資本剰余金 5,815 5,814

利益剰余金 17,393 19,817

自己株式 △6 △7

株主資本合計 26,449 28,872

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 181 272

退職給付に係る調整累計額 0 0

その他の包括利益累計額合計 181 272

非支配株主持分 4,626 5,278

純資産合計 31,257 34,423

負債純資産合計 67,852 76,071
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 128,834 130,936

売上原価 88,299 87,986

売上総利益 40,534 42,949

販売費及び一般管理費 36,169 36,843

営業利益 4,365 6,106

営業外収益   

受取利息 11 8

受取配当金 12 17

受取手数料 43 60

持分法による投資利益 － 23

その他 58 62

営業外収益合計 125 173

営業外費用   

支払利息 33 18

店舗改装費用 29 23

店舗閉鎖損失 10 43

持分法による投資損失 0 －

その他 26 15

営業外費用合計 100 101

経常利益 4,391 6,178

特別利益   

固定資産売却益 2 0

収用補償金 － 14

受取補償金 － 77

工事負担金等受入額 33 －

特別利益合計 35 92

特別損失   

固定資産売却損 8 4

固定資産除却損 － 0

減損損失 337 225

災害による損失 － 72

その他 31 19

特別損失合計 377 321

税金等調整前四半期純利益 4,049 5,949

法人税、住民税及び事業税 1,386 2,249

法人税等調整額 331 2

法人税等合計 1,718 2,252

四半期純利益 2,330 3,696

非支配株主に帰属する四半期純利益 800 860

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,529 2,836
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 2,330 3,696

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 73 131

退職給付に係る調整額 1 △1

その他の包括利益合計 74 130

四半期包括利益 2,404 3,827

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,598 2,927

非支配株主に係る四半期包括利益 806 899
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 1,929百万円 1,712百万円

のれんの償却額 485 486

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり　
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月11日

取締役会
普通株式 173 16

平成28年

３月31日

平成28年

６月７日
利益剰余金

平成28年10月20日

取締役会
普通株式 195 18

平成28年

９月30日

平成28年

11月28日
利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり　
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月10日

取締役会
普通株式 195 18

平成29年

３月31日

平成29年

６月６日
利益剰余金

平成29年10月20日

取締役会
普通株式 216 20

平成29年

９月30日

平成29年

11月28日
利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 酒販事業 外食事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 93,157 35,676 128,834 － 128,834

セグメント間の内部売

上高又は振替高
814 0 814 △814 －

計 93,972 35,676 129,649 △814 128,834

セグメント利益 1,989 2,375 4,365 0 4,365

（注）１．調整額はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

セグメントごとの固定資産減損損失の計上額は、「酒販事業」において153百万円、「外食事業」において

183百万円であります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 酒販事業 外食事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 95,404 35,532 130,936 － 130,936

セグメント間の内部売

上高又は振替高
1,052 0 1,052 △1,052 －

計 96,456 35,532 131,989 △1,052 130,936

セグメント利益 3,689 2,412 6,101 4 6,106

（注）１．調整額はセグメント間取引消去及び固定資産の調整額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

セグメントごとの固定資産減損損失の計上額は、「酒販事業」において86百万円、「外食事業」において

138百万円であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 141円07銭 261円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百

万円）
1,529 2,836

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
1,529 2,836

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,842 10,842

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成29年10月20日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

① 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　216百万円

② １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　20円00銭

③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　平成29年11月28日

（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

  平成30年２月９日

株 式 会 社 や ま や  

取 締 役 会 　御 中  

 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公 認 会 計 士  菅 　博 雄 　　　印

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公 認 会 計 士 今 江 　光 彦 　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社やま

やの平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２９年１０月１

日から平成２９年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２９年４月１日から平成２９年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社やまや及び連結子会社の平成２９年１２月３１日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期

連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２.XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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